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巻 頭 言 
 

 

TMI 総合法律事務所顧問  堀  龍 兒 
 

 
 この 3 月末日をもって早稲田大学教授を定年退職しましたが，Law&Practice

の発刊からかかわり，Law&Practice の会長であった立場から一言申し上げるも

のです。 

 2004 年 4 月から法科大学院がスタートしましたが，その 2 年後の 4 月頃に村

方君（初代編集長），河崎君，井桁君などの未修一期生が，私に Law&Practice を

立ち上げたいので協力してほしい，まず大学教授のサポートが必要であり立ち

上げ資金が必要であるが，これがなかなかうまくいかないとのことでありまし

た。私は，USA ではかかる編集は大変名誉なことであり，日本では初めてのこ

とでもあるため，早稲田大学としても良いことであり，サポートしましょう，

私の兄貴分の奥島孝康先生も必ず応援していただけるからと返事をしました。

また，資金面については私の親しい弁護士や経済人などの人脈を活用して支援

を求めましょう，それにはまずキックオフパーティをリーガロイヤルホテルで

行って宣伝と資金集めのスタートとしましょうとのアドバイスをしました。早

速，その 6 月にパーティーを行い，沢山の方々が出席されて大盛況であり，多

くの支援を頂きました。 

 Law&Practice は，その後も学生に次々と受け継がれ，当初心配された筆者に

ついても，そうそうたる先生方が書いて下さったり，学生の原稿も掲載されて，

法律専門誌として価値あるものとなりました。また，当初 Law&Practice にかか

わる時間があったら勉強をするべきとの意見もありましたが，Law&Practice の

メンバーから司法試験に合格する者が多数あり，法曹として活躍していること

もあって，Law&Practice のメンバーになる学生は毎年結構いる状況です。 

 Law&Practice を維持，発展させるには，編集，出版にかかる資金を必要とし

ますので，これからも皆様にご支援の程をよろしくお願いします。また，タイ



 
ii 

ムリーに Law&Practice の活動状況を広報するためにも，パーティーに参加して

ください。私は，会長を退任しましたが，Law&Practice へのご指導・ご協力を

よろしくお願いします。さらなる Law&Practice の発展を期待しています。 
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